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2005 年度新入社員への社長メッセージ、及び 2006 年度の採用について 

 

本日、弊社は 107 名の新入社員を迎えました。新入社員は本日より研修に入りますが、研修の最初

に、社長の小島順彦より、新入社員に対する挨拶がありましたので、添付の通り、内容をご案内申

し上げます。 

尚、７月上中旬頃に新入社員が社長に対し、新人研修の成果を報告し、直接コミュニケーション出

来る機会を設ける予定です。 

また、2006 年度の採用につきまして、下記の通り決定致しましたので、併せてお知らせ申し上げま

す。 

 

記 

１．採用方針 

 今年度も引き続き、春の新卒採用と共に、他社での職務経験のある方を対象とした採用を実施 

する。 

新卒採用については、将来、弊社で「プロフェッショナル」として活躍し得る、ポテンシャル

のある人材を確保し、キャリア採用については、即戦力となる専門性の高い人材を採用してい

く方針。 

 

２．採用人員計画 

来年 2006 年 4 月 1日以降入社の採用人員計画は、新卒･キャリアあわせて 145 名程度とする。 

内、新卒採用は、130 名程度、キャリア採用は、15 名程度とする。 

 

３．採用実績 

昨年度の採用活動で内定し、本日入社した新卒者は 107 名。  内訳は以下の通り。 

文系 理系 

院卒 学部卒 院卒 学部卒 

 

  

 2（1）  71（14） 27（1）  7（0） 

小計  73（15）  34（1） 

合計   107（16） 

      ※（  ）は女性数 

一方、キャリア採用（2005 年 4 月 1日以降入社予定）は、現在選考中。  

 

４．新卒採用の流れ 

今年の新卒採用の選考は、以下の通りです。 

(1)エントリーシート提出 

  受付〆切である、2005 年 4 月 1日 13:00 までに提出。 



 

 

(2)WEB 適性アセスメントの受検 

  弊社新卒採用ホームページからアクセスし、エントリーシートを提出した全ての学生が各自で受 

検。 

 

(3)書類選考／筆記試験 

      エントリーシート提出、及び WEB 適性アセスメントを受検した学生に、筆記試験を実施。エントリ 

      ーシートの内容・筆記試験の結果を総合勘案し、一次面接進出者を決定。 

 

    (4)面接による選考 

      内定までの面接回数は 3～4回を予定。 

 

★選考の特徴 

 ・「ＭＣインタラクティブワークショップ」を今年も実施 

一昨年より、最終面接進出者を対象に実施している「MC インタラクティブワークショップ」

を今年度も継続して開催する。参加学生にはグループ毎に設けられたブースを自由に訪問す

る機会を提供し、そのグループの具体的業務内容をテーマにしたプレゼンテーションや、ONE 

TO ONE のスタイルで 学生・グループ双方向のコミュニケーションを図れるようにする。 

 

以  上 

 

 

[ 2005 年度新卒新入社員向け 小島社長メッセージ ] 

 

【 歓迎の意 】 

 

皆さん、おはようございます。社長の小島です。 

 

本日、こうして 107 名の新しい仲間を三菱商事にお迎えできたことを、社長としてたいへん喜ばし

く、また心強く思っています。皆さんの入社を心より歓迎します。 

 

皆さんは、それぞれ「三菱商事で自分の可能性を試してみたい」あるいは「三菱商事で自分を大い

に磨いてみたい」といった強い気持ちと期待を持ってわが社に入社したことと思います。 

 

わが社は、皆さんのそうした熱い思いをしっかりと受け止め、やる気と志のある社員に大きな活躍

の舞台を提供できる会社であると自負しています。 

皆さんには、「本当に良い会社を選択したのだ」、と自信を持って頂きたいと思いますし、また、皆

さん自身が主役となって未来に向かって大きく羽ばたいていくのだ、という気概を持ち続けてほし

いと思います。 

 



【 INNOVATION 2007 】 

 

さて、わが社は昨年 7 月に、2007 年度までの新しい中期経営計画「INNOVATION 2007」を発表しま

した。この計画は、「未来を拓く」ということをテーマに、昨年 4 月の社長就任時に述べた方針を

具体的な形にしたものです。 

 

この中で、今後わが社が目指す企業像として、「新･産業イノベーター」というビジョンを掲げまし

た。「新･産業イノベーター」という言葉には、「社会や経済の構造変化が本格化する中、一段高い

レベルに視点を上げ、自ら変革の旗振り役となる」、「企業市民としての責務を果たしながら、高い

志と使命感を持って、変革を実現していく」という、私の思いを込めています。 

 

わが社はこれまでも、時代や社会のニーズを先取りし、新たな機能を開発し続けることで、柔軟に

その姿を変えてきました。例えば、資源・エネルギー分野においてトレーディング主体のビジネス

モデルから、いち早く、事業投資を主体としたビジネスモデルへ転換してきたこともその一例です。 

極めて変化の激しいこの時代においても、市場のニーズから産業を捉え直して新しい仕組みを提案

したり、次世代を担う新産業の創生を支援したりすることによって、産業界の発展に寄与し、顧客

と共に成長のシナリオを描いていく、といった役割を果たしていきたいと考えています。 

 

4 年間にわたる「INNOVATION 2007」期間の中で、2005 年度は ｢ホップ・ステップ」の「ホップ」

期間の 2年目に当たります。この時期に、しっかりと足場を固めると共に、人材の育成を進めるこ

とで、次の「ステップ」期間の 2年間にさらなる成長戦略を実行することが可能になると考えてい

ます。 

わが社にとっては「人」が最大の資産であり、その育成や確保には以前から力を注いできましたが、

「INNOVATION 2007」で掲げている持続的成長を支える上でも、これまで以上にその重要性が増し

ています。 

 

現在わが社は、中国とインドとを重点市場とし、全社的に取り組みを強化していますが、本日入社

した皆さん全員に、内定時および新入社員研修において、中国語の基礎を学んでもらうことにした

のも、将来を見据えた人材育成に関する施策の一環です。新人研修以降も、OJT はもちろんのこと、

様々な自己研鑽のためのプラットホームが用意されています。皆さんもこうした会社からの「投資」

を全力で受け止め、自ら積極的に活用することで、一日も早く、プロフェッショナルとしての自覚

と実力を持った三菱商事パーソンになってくれることを、切に願っています。 

 

2004 年度の業績は、資源･エネルギー価格の高騰という追い風を受けたこともありますが、これま

での事業の選択と集中が進んだ結果、2003 年度に続き史上最高益を更新する見通しです。業績好調

の今こそ、着実に足場を固め、わが社の中長期の持続的な成長の実現に向けた手を打つチャンスで

すので、皆さんにも、自分自身の成長と共に、わが社の次世代の担い手として、思い切ってチャレ

ンジして頂きたいと思います。 

 



【 心がけて欲しいこと 】 

 

ここまで、新しい中期経営計画「INNOVATION 2007」の基本的な考え方について触れてきましたが、

三菱商事が更なる進化を遂げ、これからも社会の中で責任ある役割を果たし続けていくためには、

今日新たにわが社の一員となった皆さんも含め、社員一人ひとりの、時代を先取りする感性と知恵

が必要であることは言うまでもありません。 

 

こうした「時代を先取りする力」を、私は「ビジネス感度」と呼んでいるのですが、皆さんもいろ

いろな分野にアンテナを高く張って積極的に情報をつかんでいってください。そのためにも、同じ

会社、同じ職場だけではなく、広く友人、知人の輪を広げることで、世界中に幅広いネットワーク

を築いて欲しいと思います。 

こうして築かれた人脈やネットワークは、皆さんの日々の業務やわが社の商権拡大に役立つばかり

でなく、皆さんのより豊かな人生のために、必ずやかけがえのない財産になるはずです。 

  

一方、改めて皆さんに申し上げておきたいのは「会社を支えるのは、誠意に満ちた一人ひとりの人

材の地道な取り組みである」ということです。 

つねに先を読み、高い目標を掲げて新しいことに果敢に挑戦することが大切であるのと同時に、顧

客やビジネスパートナーとの日々の何気ないやりとりにおいても、つねに誠心誠意、謙虚な気持ち

を持って臨むことが非常に重要です。 

社員一人ひとりの熱意や誠意、そして地道な取り組みの積み重ねが、わが社の信用や商権の礎であ

ることは、昔も今も変わりません。 

 

皆さんも既によくご存じのことと思いますが、わが社では「所期奉公」「処事光明」「立業貿易」か

ら成る「三綱領」という理念が、会社の草創期から現在に至るまで、長く社員の行動の拠り所とな

ってきました。「商業を通じ、物心共に豊かな社会の実現に努力すると同時に、かけがえのない地

球環境の維持にも貢献する」、「公明正大で品格ある行動を旨とし、活動の公開性、透明性を堅持す

る」、「全世界的、宇宙的視野に立脚した事業展開を図る」という「三綱領」の精神を皆さんにも深

く認識して頂き、わが社の一員であるという自覚と責任感を持って、今日からの、社会人としての

新たな生活をスタートさせてください。 

 

社会を取り巻く環境が厳しく、かつ複雑な今の時代にあっては、「コンプライアンス」という言葉

に代表されるように、社員一人ひとりを見る外部の目も厳しさを増しています。皆さんには、外部

の目を意識することにとどまらず、「三綱領」の精神を常に忘れずに、より高い志を持って頂きた

いと思います。 

 

【 励ましの言葉 】 

 

このあとすぐに、約 1ヶ月半の新人研修が始まりますが、皆さんには、まずはこの研修に全力で取

り組んでもらいたいと思います。 



新人研修は、三菱商事が皆さんに対して行う最初の本格投資であることを肝に銘じて頂き、社会人

としての、また三菱商事パーソンとしての基本をしっかりと学び、一日も早くプロフェッショナル

となるための基礎を築いてください。 

 

新人研修が終了し、皆さんがそれぞれの職場に配属されてしばらく経った 7月頃に、再び皆さんと

直接お会いする機会を作りたいと考えています。今よりも、さらに顔つきが引き締まった皆さんに

お会いできることを楽しみにしています。 

 

さあ、これから皆さんの社会人生活が始まります。明るく、勇気を持って、皆さんの夢と理想を三

菱商事で実現していきましょう。 

頑張ってください。 

〆 

 


